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※平成13年度から臨時財政対策債、減税補てん債を分母に加えて算出する計算方式に変更した。
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小金井市の経常収支比率の推移表（平成6年度～平成25年度）
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“旬の和食”モダンな雰囲気でゆったり食事

東町4-38-24 ☎042-382-8182

思い出作りのお手伝い デジタルプリント、ＤＰＥ

（有）フォトリバース

小金井市東町４-３７-２２ ☎ 042-381-4874

２０１５年６月 5日号 Ｎo．３１０ 市民運動新聞 購読料 １部 270円

電波は国民のもの！！

ＮＨＫ視聴者会議 ０４２-３８３-６６６６

小金井市東町４-３８-２８ ☎ 042-386-7781

司法書士 藤原康弘事務所

(有) ＴＡＵ設計工房

一級建築士事務所

武蔵野市吉祥寺東町２-１７-１-７０１

Tel ０４２２-２１-６３９５

無料体験レッスン 実施中 詳しくはお電話で ！
■入会金･･･････････････････････････････５，４００円
■グループ月謝（子供/週１回以下同じ）･･７，０２０円

（大人）･･･････････････１０，５６０円
■ＴＯＥＩＣコース･･･････････････････１０，５６０円
■諸経費（毎月）･･･････････････････････１，９４０円

コスモ教育センターで
英検・漢検・数検を受験しよう
東小金井駅前の便利な会場で、英検などの検
定試験を受けませんか？ 講習のみの受講も可能
ですし、逆に講習は受けずに試験だけを受ける
こともできます。また、まずはどの程度の難し
さなのかを知りたいという方には、ご連絡いた
だければ過去の類似問題をお渡しします。詳し
くは電話などでお気軽にお問い合わせ下さい。

試験日 対象

英検テスト 平成27年10月10日（土） ５級～２級

漢検テスト 平成27年10月31日（土） 小２～成人

数検テスト 平成27年10月17日（土） 小１～成人

東小金井駅南口すぐ

Tel(代) 042-383-6464 Fax 042-383-6465

受付14:00～21:40（日・祭日除く）

Native英会話
６月生募集中

つくば観光交通株式会社

一般タクシーのご用命は

☎０４２－３８８－００３９

車いす（寝台）タクシーのご用命は

☎０４２－３６０－８９８９

年中無休 24時間営業（車いすタクシーは原則的にご予約制です）

法律相談
行政相談
福祉相談
教育相談

０９０-３５３８-６７７５

新聞の購読・広告

市民運動新聞

小金井市東町４-１５-２９
☎０４２-３８３-８１８１

公人の友社刊

「自治体財政の破綻の危機・管理」
加藤良重 著 ０４２-５２３-４５４７

心の病の方の就労支援

ＮＰＯ法人福祉会希望の家

共同作業所 希望の家
小金井市東町２-２４-１７ 0422-32-5071

大切なお住まい
お気になっている所ございませんか？

住まいのリフォーム

(株)昭和未来
小金井市本町２-８-２７ ☎ 042-385-8819

無

料

旬の和食 HEARTS

平成18年度の経常収支比率が低い謎 芳 須 浩 彰

リュドミラ先生

ジャネット先生

小金井市東町４－４６－１２－２０１

東小金井駅南口すぐ

Tel042-383-6464 Fax042-383-6465

■開講クラス

○幼児クラス ○小学低学年クラス

○小学高学年クラス ○中高生クラス

○社会人クラス ○帰国子女クラス

■曜日・時間

○火曜日 １７：１０～２１：４０

○水曜日 １７：１０～２１：４０

○金曜日 １７：１０～１９：５０

コスモ教育センター
（学習・英会話・パソコン・各種検定）

〒184-0011 小金井市東町４－４６－１２－２０１

小金井市の平成18年度

決算の経常収支比率が88.

1%まで下がったのは、行

財政改革の結果というよりも、国の税源

移譲に伴う過渡的な現象であった。

経常収支比率は、人件費や扶助費など

の経常経費に充てた経常経費充当一般財

源等を「分子」とし、地方税を主とした

経常一般財源等を「分母」として100分率

で算出され、一般に都市では75%程度が適

正水準とされ、この数値が大きくなるに

従い、硬直化が進んでいることを示して

いる。

小金井市の経常収支比率は、平成6年度

から平成12年度までは100%を超え特に、

平成7･8年度は全国の市の中で最悪の状況

であった。平成13年度から分母に一般財

源的な臨時財政対策債、減税補てん債を

加える計算方式に変わり、分母が大きく

なったために、平

成17年度までは90%

台前半で推移して

いたが、平成18年

度だけは88.1%に下

がり、平成19年度

以降はまた90%台に

なっている。

そこで、平成17年度と平成18年度の決

算カードを比較すると、平成18年度にお

いては、分子が5億6400万円の増であるの

に対し、分母が16億5200万円増となって

おり、分母が大きくなったことが経常収

支比率の下がった最大の要因である。分

母で増えた16億5200万円は地方税（市税）

であり、そのうち市民税が15億3800万円

で、特に個人市民税所得割額が13億8163

万円となっている。

これは、平成16年度～平成18年度の小

泉内閣の三位一体改革における税源移譲

に伴い、所得税の課税標準段階別区分の

圧縮変更とともに、市民税の税率も一律

の6%となったが、平成18年度については

従前と同じ累進税率（3%8%10%）による課

税であった。このため、個人市民所得割

が増えて分母が大きくなった結果、経常

収支比率が下がったものである。

電化製品販売・工事
に の は し電 気

東町在住で、昨年10

月「危機的財政を立て

直そう！行財政を考え

る小金井市民フォーラ

ム」実行委員会代表も

務めた久山純弘氏が、

平成27年春の叙勲において「瑞宝中綬章」

を受章した。

久山氏は元国連人間居住計画（UN-HABI

TAT）事務次長。JICA、JIU(国連システ

ム行政監視機構)委員(委員長職も含む)

を歴任。2005年、長年、国連諸活動に貢

献したことにより、外務大臣表彰状を受

賞した。

豊かな国際経験を生かし、市民のイニ

シアチブによる「小金井市の行財政の立

て直し」運動の代表として、益々の活躍

が期待されている。

春の叙勲
久山純弘氏「瑞宝中綬章」受章

3月に出された小金井市行財政改革市民

会議答申（以下答申）は「財政健全化の

ため（市役所で働いている）非常勤嘱託

職員（以下非常勤）を20％削減する」旨

を打ち出した。他方答申を基に市当局が

策定する行財政改革大綱（以下大綱）で

はこれまで「非常勤の活用」が目標とし

て掲げられていた。

今は答申段階であるが、仮に第４次大

綱にそのまま盛られるとすれば、これは

大きな方針転換となろう。そもそも小金

井市における非常勤とは正規職員を削減

した穴埋めとして導入・増加してきたも

ので、いまや「行政運営上欠かせない存

在」となっている。しかしその賃金は低

く身分は不安定なままである。

したがって、正規・非常勤間の「庁内

格差」の是正は、行政の質の確保や職員

のモチベーション維持のためにも不可避

の課題とされてきたはずだ。

なお、答申では「（正規職員の人件費

削減と共に）再任用・非常勤等の職種に

ついても抜本的な見直し」を求めている

が、「20％削減」という数値目標の根拠

自体が明示されておらず、内容について

も上記以外の記述は見当たらない。第４

次大綱でどうなるかが焦点となろう。

臨職・非常勤の大半が小金井市民であ

り、その処遇には関心が高いと推察され

るので今後の動向も取り上げていきたい。

０９０-３２２１-５４１９

行革市民会議が非常勤２０％減を答申
―庁内格差是正に逆行？！―

問い合わせ先

“らくらくマイナンバー”
マイナンバー対応支援ツール

（株）大塚商会 立川支店担当：石毛
☎ ０４２－５２７－５７１１


